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令和４年６月１０日（金）

第2回北海道・札幌２０３０プロモーション委員会

「共生社会の実現に向けて
～東京2020から北海道・札幌2030へ～」



自己紹介

• 競泳パラリンピアン

バルセロナ1992-ロンドン2012

６大会連続パラリンピック出場

金メダル５個を含む合計21個の

メダルを獲得（日本人最多）

・ 国際パラリンピック委員会殿堂入り
（2016年 日本人初）

• 東京2020、北京２０２２

日本代表選手団 団長

• 東京2020アスリート委員会副委員長をはじめ
様々な検討委員会、審査員等

資料提供：東京2020組織委員会



IPC Diversity ＆ Inclusion Policy

Diversity is a reality. 
Inclusion is a choice. 

IPC Handbook
3.3 Diversity and Inclusion Policy 2.1より



東京2020大会ビジョン 基本コンセプト

• 「多様性と調和」を発信する意味においても、「パラリンピック」は大きく取り上げられるように

• 多くのリーダーから「パラリンピックの成功なくして東京2020大会の成功なし」との発言

• 東京大会をきっかけに「共生社会」の語が一般に知られるようになった

資料提供：東京2020組織委員会



共生社会実現に向けた理解促進のための機会として

パラリンピック競技大会は極めて重要

共生社会の実現に向けて
パラリンピックの果たす役割



東京2020におけるアスリート
（当事者）としての役割

• 組織委員会発足直後から、理事にパラリンピック関係者が入り、
アスリート委員会の構成においてもオリンピアンだけでなくパラ
リンピアンも入り、様々な議論を行った。

• アスリート委員会発足から間もない時期の「選手村」についての
会議でのオリンピアンからの発言

• 当事者を交えて検討する重要性を確認、
写真提供：東京2020組織委員会



東京2020大会の成果と今後に向けて
・「共生社会」という言葉自体は定着した。

・JPC戦略計画の実施などにより、

JPSA2030ビジョン実現に取り組む。



第3期スポーツ基本計画
持続可能な国際競技力向上プラン



• 時間はかかる 社会は多様性に満ちている

• イノベーションのきっかけ
インクルーシブ=排除されない

• レガシーとは後に残っているものではない



共生社会実現への３ステップ

共生社会実現への３ステップ

knowing

being

doing



共生社会

共に生きる→共に生かしあえる社会

ミックスジュースではなくフルーツポンチ！

ハードのバリアはハートで超える

（共生社会のイメージ）

共生社会はフルーツポンチ


